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Uttoge
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
ノ
ー
ヴ
エ
ン
バ
ー

「秋
の
ソ
ナ
タ
」
の
公
演
に
参
加
し
た
。

長
谷
川
孝
治
主
宰
に
よ
る
弘
前
劇
場
の

メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
、
県
内
の

役
者
を
集
め
て
の
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第

二
弾
の
作
品
で
あ
っ
た
。

昨
年
は
、
盛
岡
、
仙
台
、
山
形
等
か

ら
の
役
者
を
集
め
て
の
公
演
で
あ
っ
た

が
、
今
年
は
、
青
森
、
十
和
田
、
む
つ

等
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
兼
ね
た
オ

ー
デ
イ
シ
ョ
ン
で
選
ば
れ
た
役
者
と
、

弘
前
劇
場
の
役
者
と
の
共
同
作
業
で
の

公
演
が
行
わ
れ
た
。

県
南
地
方
か
ら
は
、
十
和
田
の
、
植

田
祐
介
、
中
島
み
ち
る
、
そ
し
て
八
戸

か
ら
は
、
私
、
田
中
勉
が
参
加
し
、
十

月
十
四
日

（水
）
の
浪
岡
公
演
を
初
日

と
し
て
、
仙
台
、
東
京
、
弘
前
で
の
公

演
が
、
計
十
回
行
わ
れ
た
。
昨
年
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
八
戸
公
演
も
あ
っ

た
の
で
あ
る
が
、
今
年
は
行
わ
れ
ず
、

県
内
で
は
、
浪
岡
、
弘
前
公
演
の
み
で

あ
っ
た
の
は
残
念
で
あ
っ
た
。

芝
居
の
内
容
を
簡
単
に
い
う
と
、
紅
葉

を
迎
え
た
湖
畔
に
あ
る
ホ
テ
ル
の
中
で
、

結
婚
式
を
明
日
に
控
え
た
養
蜂
家
の
一

家
と
、
そ
れ
に
係
わ
る
友
達
等
を
中
心

と
し
な
が
ら
、
ホ
テ
ル
の
従
業
員
、
愛

人
関
係
の
不
動
産
ブ
ロ
ー
カ
ー
、
三
角

関
係
の
元
夫
婦
と
そ
の
愛
人
、
合
宿
に

来
て
い
る
大
学
生
達
の
話
が
、
ホ
テ
ル

の
ロ
ビ
ー
で
展
開
さ
れ
る
。
題
名
通
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
話
が
、
あ
る
場
所
で
展
開

さ
れ
る
、
「秋
の
ソ
ナ
タ
」
で
あ
っ
た
。

一
時
間
三
十
分
程
の
舞
台
は
、
特
に

大
き
な
事
件
が
起
き
る
こ
と
も
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
者
が
持
っ
て
い
る
方
言

を
使
い
な
が
ら
、
脚
本
家
で
あ
り
演
出

家
で
あ
る
、
長
谷
川
孝
治
特
有
の
人
間

関
係
を
織
り
な
し
、
淡
々
と
進
ん
で
い

く
。　
一
見
、
日
常
生
活
の
一
片
を
切
り

取
り
、
舞
治
に
上
げ
た
だ
け
の
よ
う
に

見
え
る
が
、
福
士
賢
治
を
始
め
と
し
た

役
者
達
は
、
発
せ
ら
れ
る
台
詞
だ
け
に

と
ど
ま
ら
ず
、
厚
み
の
あ
る
舞
台
を
展

開
し
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
は
過
ぎ

て
行
く
。
正
に

「長
谷
川
ワ
ー
ル
ド
」

で
あ
ろ
う
。

弘
前
劇
場
の
様
な
舞
台
を
始
め
と
し

て
、
「静
か
な
演
劇
」
と
は
誰
が
言
っ

た
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
実
は
そ
こ

で
行
わ
れ
て
い
る
作
業
は
、
「静
」
と

は
と
て
も
言
え
な
い
作
業
が
行
わ
れ
て

い
る
と
実
感
し
た
。

ま
た
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ノ
ー

ヴ
ェ
ン
バ
ー
は
、
青
森
県
芸
術
文
化
振

興
事
業
と
し
て
の
位
置
づ
け
も
あ
り
、

県
の
補
助
を
受
け
て
の
公
演
で
も
あ
っ

た
。
行
政
が
芸
術
文
化
に
目
を
向
け
、

支
援
し
て
い
こ
う
と
い
う
態
勢
に
入
っ

て
来
た
こ
と
は
非
常
に
有
意
義
な
こ
と

で
あ
り
、
画
期
的
な
こ
と
で
あ
る
が
、

芸
術
文
化
と
行
政
が
、
ど
う
共
存
し
、

ど
う
展
開
し
て
い
く
か
が
、
今
後
の
課

題
と
な
っ
て
来
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

と
も
あ
れ
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
存

在
の
大
切
さ
を
認
識
し
、
そ
の
人
材
が

少
な
い
中
で
、
浪
岡
で
の
初
日
か
ら
、

各
地
で
の
公
演
が
満
席
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
も
、
弘
前
劇
場
の
作
業
の
質
の
高

さ
が
窺
え
る
。
●

先
月
号
の
こ
の
頁
で
も
紹
介
し
た

が
、
来
年
二
月
の
東
京
ア
ゴ
ラ
劇
場
で

開
催
さ
れ
る

「大
世
紀
末
演
劇
祭
」
に

参
加
す
る
、
長
尾
広
海
脚
本
、
平
蔑
健

悦
演
出
、
出
演

・
佐
々
木
真
理
子
、
山

田
景
子
、
日
中
勉
ほ
か
で
構
成
す
る
、

テ
ア
ト
ロ

［腱
］
の
作
品

「パ
ズ
ル
～

タ
ダ
シ
サ
の
限
界
～
」
も
、
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
。

十

一
月
十
三
日
に
、
佐
々
木
真
理
子

出
演
に
よ
る

「抜
け
殻
の
残
る
部
屋
～

パ
ズ
ル
ヽ
１
～
」
を
始
め
と
し
て
、

十

一
月
二
十
日
の
、
長
尾
広
海
、
山
田

景
子
に
よ
る

「パ
ズ
ル
ＮＯ．２
」、ヽ
そ
れ

に
引
き
続
き
、
十
二
月
四
日
に
は
、
第

二
編
が
行
わ
れ
る
。

こ
の
全
編
を
通
し
て
の
作
品
は
、　
一

月
九
日

（土
）
の
夜
七
時
半
か
ら
と
、

十
日

（日
）
の
昼
二
時
か
ら
の
二
回
、

青
森
演
劇
鑑
賞
会
の
稽
古
場
で
公
演

し
、
ま
た
、　
一
月
二
十
二
日

（金
）
の

夜
八
時
か
ら
と
二
十
三
日

（土
）
の
夜

七
時
半
か
ら
と
二
十
四
日

（日
）
の
昼

二
時
か
ら
と
夜
七
時
半
か
ら
の
四
回
の

上
演
も
予
定
し
て
い
る
。

先
に
行
わ
れ
た
、
「秋
の
ソ
ナ
タ
」

の
公
演
に
劣
ら
な
い
、
質
の
高
い
舞
台

に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

●

こ
の
間
の
一基
示
公
演
で
、
先
日
ス
ペ

ー
ス
ベ
ン
で
の
公
演

「竹
久
夢
路
～
夢

の
日
常
～
」
を
終
え
た
、
三
浦
哲
郎
氏

と
、
大
門
賢
二
氏
等
に
〈で
つ
こ
と
が
で

き
た
。
青
山
円
形
劇
場
で
の
初
日
が
終
わ
っ

た
後
、
三
浦
哲
郎
氏
と
ホ
テ
ル
前
で
待

ち
合
わ
せ

（と
言
っ
て
も
、
道
に
迷
う

等
の
ト
ラ
ブ
ル
は
多
少
あ
っ
た
が
）
、

渋
谷
の
、
と
あ
る
居
酒
屋
で
飲
む
こ
と

が
で
き
、
更
に
、
十
日
市
秀
悦
氏
に
会

う
こ
と
も
で
き
た
。
十
日
市
氏
と
三
浦

氏
は
、
八
戸
弁
で
の
芝
居
を
、
つ
い
最

近
、
下
北
沢
の
ス
ズ
ナ
リ
で
公
演
を
終

え
た
ば
か
り
で
あ
る
。
二
人
と
も
、
東

京
で
ず
っ
と
頑
張
っ
て
い
る
役
者
さ
ん

で
あ
り
、
流
石
に
熱
い
。
こ
の
熟
さ
は
、

何
時
ま
で
も
持
ち
続
け
て
い
て
欲
し
い

熱
さ
で
あ
る
。

二
日
目
に
は
、
同
じ
く

「夢
路
」
の

舞
台
で
一
緒
だ
っ
た
、
大
門
賢
二
氏
等

が
舞
台
を
観
に
き
て
く
れ
、
そ
の
後
ま

た
、
話
を
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
大

門
氏
は
人
一戸
出̈
・身
で
は
な
い
が
、
木
村̈

勝

一
氏
主
宰
の

「ク
レ
イ
ジ
Ｉ
Ｊ
Ａ
Ｐ
」

の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
こ
れ
ま
た
東
京

で
活
躍
し
て
い
る
役
者
さ
ん
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
、
役
者
と
し
て
目
指
す
べ

き
方
向
、
手
法
、
姿
勢
が
違
い
な
が
ら

も
、
こ
う
し
て
、
芝
居
に
つ
い
て
の
話

が
で
き
た
の
は
、
非
・常
に
有
・意
義
な
・時

間
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
、
こ
れ
か

ら
の
活
躍
を
期
待
す
る
。

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

ロ
ノ
ー
ヴ

ェ
ン
バ
ー

「継
の
リ
ナ
タ
」
に
参
加
し
て

〈
文
／
ス
ペ
ー
ス
ベ
ン
代
表

。
田
中
勉
〉

演
劇
空
間

ス
ペ
ー
ス
ベ
ン
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■4日 第252回 (芝居)

「バズルNo.3」
●脚本 :長尾広海 ●演出 :平霞健悦
●出演 :佐々木真理子、山田景子 他

※東京公演の一部、第三編。
この日の開演は、午後8時となります.

■11日 第253回 (ライブ)

「曽我ニューバンドライブ」
●構成・出演 :ME曽我

※あの曽我氏が新しいバンドを結成

してのライブ。

■18日 第254回 (芝居)

「タイトル未定」
●構成 :小笠原由希子

※北高生による公演。

■25日 第255回 (ライブ)

「畔柳昌平ライブ」
●構成 :畔柳昌平

※八高生の3人編成のバンドライブ。

なお、ライブ終了後、勝手に忘年会あり。
一同日「勝手に忘年会」―

番組変更の場合もありますので、内容についてはデーリー東北の「あすのメモ」「きょうのメモ」欄でご確認下さい。

26

12

議

纂

馨

議

筆

華

輩

舞


